
　

東
京
都
教
育
委
員
会
（
以
下
、
都
教
委
）

は
、
２
０
１
７
年
度
、
探
究
的
な
学
習
等

を
先
導
す
る
推
進
校
と
し
て
、
東
京
都
立

三
田
高
校
、
同
南
多
摩
中
等
教
育
学
校
、

同
大
泉
高
校
・
附
属
中
学
校
を
「
知
的
探

究
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
推
進
校
」（
事
業
期
間
４

年
間
。
図
１
）
に
指
定
し
た
。
指
導
部
高

等
学
校
教
育
指
導
課
の
佐
藤
聖
一
課
長
は
、

同
事
業
の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
説
明
す

る
。

　
「
本
事
業
は
、
探
究
的
な
学
習
等
を
通
じ

て
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
と
と
も
に
、

仮
説
、
分
析
、
検
証
、
推
論
等
の
物
事
の

本
質
を
見
極
め
る
知
的
探
究
力
や
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
創
造
力
な
ど
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
の
資
質
・
能
力
を
高
校
段
階
か
ら
育
成

す
る
こ
と
で
、
よ
り
高
い
目
的
意
識
や
課

題
意
識
を
持
っ
た
大
学
生
や
社
会
人
と
な

り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
」

　

推
進
校
の
３
校
は
、
前
述
の
資
質
・
能

力
を
育
成
す
る
た
め
の
教
育
課
程
の
開
発

や
、
学
習
内
容
及
び
方
法
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
都
教
委
で
は
、
推
進
校
の

実
践
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
研
究
成
果
を
他

の
都
立
高
校
に
も
周
知
す
る
こ
と
で
、
各

校
が
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
等
を
展

開
す
る
際
の
モ
デ
ル
と
し
て
も
ら
う
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
。
周
知
の
方
法
は
、
成

果
発
表
会
の
開
催
や
報
告
書
の
配
布
等
を

予
定
し
て
い
る
。

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
　

高
等
学
校
教
育
指
導
課
長

佐
藤
聖
一
　

さ
と
う
・
せ
い
い
ち

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
主
任
指
導
主

事
、
東
京
都
教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー

企
画
部
企
画
課
長
等
を
経
て
、
現
職
。

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
　

高
校
教
育
改
革
担
当
課
長

小
林
正
人
　

こ
ば
や
し
・
ま
さ
と

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
高
等
学
校

教
育
指
導
課
指
導
主
事
、
指
導
部

主
任
指
導
主
事
等
を
経
て
、
現
職
。

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
　

主
任
指
導
主
事

市
村
裕
子
　

い
ち
む
ら
・
ゆ
う
こ

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
高
等
学
校

教
育
指
導
課
指
導
主
事
等
、
都
立

高
等
学
校
長
を
経
て
、
現
職
。

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
　

主
任
指
導
主
事

鈴
木
宏
治
　

す
ず
き
・
こ
う
じ

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
高
等
学
校

教
育
指
導
課
指
導
主
事
等
、
都
立

高
等
学
校
副
校
長
を
経
て
、
現
職
。

推
進
校
が
探
究
学
習
の

教
育
課
程
や
教
育
内
容
を
開
発

特別企画

探
究
学
習
の
推
進

東京都の教育施策を紹介する本

コーナーの第３回は、探究学習の

推進がテーマだ。新学習指導要領

では「理数探究」や「総合的な探

究の時間」などが設けられ、探究

学習が一層重視されている。そこ

で、東京都教育委員会では、探究

学習の知見やノウハウを蓄積する

とともに、それらを広く周知する

ための事業を展開している。

都教委の挑戦
探
究
学
習
の
推
進
校
を
指
定
し
、

そ
こ
で
得
ら
れ
た
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

他
の
都
立
高
校
に
普
及
さ
せ
る

教育委員会
の
施策

第 3 回
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事
業
初
年
度
は
準
備
期
間
に
充
て
ら
れ

た
。
各
推
進
校
は
、
他
県
の
先
進
校
の
視

察
な
ど
を
行
い
、
探
究
学
習
に
関
す
る
情

報
を
収
集
・
分
析
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、

校
内
で
議
論
を
重
ね
、
自
校
が
育
成
を
目

指
す
生
徒
像
や
、
そ
の
生
徒
像
を
実
現
す

る
た
め
の
各
教
育
活
動
の
関
連
性
を
示
し

た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
作
成
し
た
。
探

究
的
な
学
び
と
教
科
の
学
び
を
融
合
さ
せ

た
全
体
計
画
を
立
て
た
上
で
、
18
年
度
か

ら
実
践
に
移
し
て
い
る
。
市
村
裕ゆ

う

子こ

主
任

指
導
主
事
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
各
校
で
の
実
践
は
１
年
目
で
す
が
、
既

に
様
々
な
成
果
が
出
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

３
校
と
も
大
学
院
生
や
大
学
生
を
Ｔ
Ａ

（
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
と
し
て

招
き
、
生
徒
が
探
究
学
習
に
取
り
組
む
際

に
助
言
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ａ

と
の
や
り
取
り
は
、
生
徒
が
課
題
の
本
質

に
気
づ
き
、
考
え
を
深
め
る
た
め
に
有
効

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

活
動
記
録
を
書
か
せ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
最
初
は
箇
条
書
き
の
メ
モ
し
か
取
れ

な
か
っ
た
生
徒
が
、
次
第
に
研
究
テ
ー
マ

を
構
造
化
し
て
図
に
示
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
っ
た
成
果
も
出
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
Ｔ
Ａ
や
ノ
ー
ト
を
よ
り
効
果
的
に
活

用
す
る
た
め
の
更
な
る
手
法
の
構
築
や
成

果
検
証
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

18
年
度
か
ら
は
、「
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
（
＊
１
）

研
究
指
定
校
」（
事
業
指
定
２
年
間
）
も

展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
普
通
教
室
に

W
i-Fi

環
境
を
整
備
し
、
生
徒
が
所
有
す

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
教
育
活
動
に
活
用
す
る
有
効
性
に
つ
い

て
検
証
す
る
事
業
だ
。
指
定
校
に
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
常
駐
さ
せ
、
教
師
や
生
徒

の
機
器
活
用
を
支
援
し
て
い
る
。
指
導
部

高
校
教
育
改
革
担
当
の
小
林
正
人
課
長
は
、

事
業
の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
指
定
校
の
７
校
の
う
ち
、
５
校
は
Ｂ

Ｙ
Ｏ
Ｄ
に
よ
る
探
究
学
習
の
充
実
や
学
力

向
上
の
実
現
を
目
指
し
、
２
校
は
基
礎
学

力
の
定
着
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。『
知
的

探
究
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
推
進
校
』
の
３
校
も
、

探
究
学
習
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
方
法
を

研
究
す
る
た
め
、
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
研
究
指
定
校

と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
７
校
の
共
通
目

標
と
し
て
、
教
師
の
負
担
軽
減
を
掲
げ
て

い
ま
す
」　

　

各
指
定
校
でW

i-Fi

環
境
の
整
備
が
完

了
し
た
の
は
18
年
度
の
夏
季
休
業
中
で
、

実
際
に
活
用
が
始
ま
っ
た
の
は
９
月
か
ら

だ
っ
た
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
パ
ソ
コ

ン
に
比
べ
て
起
動
に
か
か
る
時
間
が
短
い

た
め
、
生
徒
が
す
ぐ
に
活
用
で
き
る
半
面
、

画
面
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
生
徒
間
で
大

量
の
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
行
う
協
働
学

習
に
は
向
か
な
い
と
い
っ
た
、
強
み
や
弱

み
が
分
か
っ
て
き
た
と
い
う
。
鈴
木
宏こ

う

治じ

主
任
指
導
主
事
は
、
今
後
の
展
望
を
こ
う

語
る
。

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
は
、
探
究
学
習
の
推
進

に
欠
か
せ
な
い
ツ
ー
ル
で
す
。
探
究
学
習

に
も
様
々
な
過
程
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
学

校
の
パ
ソ
コ
ン
と
生
徒
所
有
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
ど
ち
ら
が
使
い
や
す
い
の
か
と

い
っ
た
よ
う
に
、
目
的
や
用
途
に
応
じ
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
方
法
を
確
立
す
る
こ

と
で
、
生
徒
が
学
び
を
よ
り
深
め
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」

生
徒
所
有
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

探
究
学
習
の
充
実
を
研
究

図１　「知的探究イノベーター推進校」概要 グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

作
成
し
た
上
で
本
格
実
施

＊東京都教育庁提供資料を基に編集部で作成。

（１）目的　探究的な学習等を行い、生徒一人一人が主体的・協働的に学ぶ力
や、思考力・判断力・表現力を一層高いレベルで身に付けさせる
とともに、物事の本質を見極めようとする力や、よりよい社会を
形成するなどの資質・能力を身に付けさせる。

（２）内容

•思考力・判断力・表現力
•問題発見能力・課題設定能力・問題解決能力
•創造力・コミュニケーション能力
•自らの興味・関心と諸課題を結び付けて主
体的、協働的に学ぶ力

○答えのない現実社会の諸問題に対して、
課題を発見して、追究し、解決する学習

•学習プロセスの中にアクティブ・ラーニングを取り入れた探究的な
学習の推進

○多様な学習機会の設定
•大学や研究機関の研究室
訪問

•海外フィールドワーク等

○教育課程の弾力的な運用
•土曜日や長期休業日を活用

•確かな基礎学力
•高度な語学能力

＊１　Bring Your Own Device の略で、私的デバイスの活用を指す。
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東
京
都
立
南
多
摩
中
等
教
育
学
校
は
、

２
０
１
０
年
度
の
開
校
以
来
、
探
究
学
習

を
行
う「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
活
動
」
を
教

育
課
程
に
組
み
込
み
、
教
科
指
導
で
も
探

究
型
・
発
表
型
の
授
業
を
重
視
し
て
き
た
。

　
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
活
動
」
は
、
前
期

課
程
（
中
学
１
〜
３
年
次
）
で
は
グ
ル
ー

プ
単
位
で
行
う
。
１
・
２
年
次
で
は
、
地
域

や
身
の
回
り
に
あ
る
も
の
を
テ
ー
マ
に
し
、

情
報
を
収
集
・
整
理
し
な
が
ら
掘
り
下
げ

て
考
え
、
３
年
次
で
は
、
生
徒
自
身
が
よ

り
科
学
的
な
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
仮

説
を
検
証
す
る
形
で
探
究
し
て
い
く
。
そ

し
て
、
４
・
５
年
次
（
高
校
１
・
２
年
次
）

で
は
、「
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
、
生
徒
が
個
々
に
テ
ー
マ
を
設
定

し
、４
０
０
０
字
程
度
の
論
文
を
書
く
（
図

２
）。
永
森
比ひ

と

み
人
美
校
長
は
、
探
究
学
習
の

成
果
を
こ
う
語
る
。

　
「
５
年
間
の
探
究
学
習
を
通
じ
て
、
生
徒

の
中
で
学
問
に
対
す
る
興
味
・
関
心
や
課

題
意
識
が
高
ま
り
、
キ
ャ
リ
ア
意
識
が
醸

成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
卒
業
生
の
８
割
以

上
が
、
よ
り
深
い
研
究
に
取
り
組
め
る
環

境
を
求
め
て
、研
究
開
発
型
の
大
学（
＊
２
）

に
進
学
し
て
い
ま
す
」

　

そ
う
し
た
中
、
17
年
度
、「
知
的
探
究
イ

ノ
ベ
ー
タ
ー
推
進
校
」
に
指
定
さ
れ
た
。

探
究
学
習
を
推
進
す
る
土
台
は
既
に
で
き

て
い
た
た
め
、
指
定
１
年
目
は
、
こ
れ
ま

で
の
教
育
活
動
を
改
め
て
振
り
返
り
、
体

系
化
す
る
機
会
に
あ
て
た
と
、
田た

も母
神が

み

武

浩
副
校
長
は
語
る
。

　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
メ

ン
バ
ー
が
Ｓ
Ｓ
Ｈ
研
究
発
表
会
や
先
進
校

を
視
察
し
、
探
究
学
習
の
最
新
情
報
を
収

集
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
自
校
の
取
り
組

み
を
客
観
視
し
て
か
ら
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
の
作
成
に
着
手
し
た
の
は
、
教
育
活
動

の
特
色
化
を
図
る
上
で
有
効
で
し
た
」

　

同
校
は
、育
成
を
目
指
す
生
徒
像
を
「
予

測
不
可
能
な
社
会
に
あ
っ
て
も
新
た
な
価

値
を
創
造
し
、
主
体
性
を
持
っ
て
活
躍
し

続
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
教
育
活
動
の
あ
り
方

に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
た
。
そ
し
て
、「
探

究
力
」を
育
む「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
活
動
」

を
中
心
に
、「
学
力
」
を
育
む
英
語
教
育
や

理
数
教
育
、「
突
破
力
」
を
育
む
キ
ャ
リ
ア

教
育
な
ど
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
た
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
完
成
さ
せ
た
。

　
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
活
動
」
も
改
め
て

体
系
化
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
推
進

室
主
任
の
青
嶋
康
文
先
生
は
こ
う
語
る
。

　
「
そ
れ
ま
で
は
学
年
を
問
わ
ず
、
生
徒
に

は
『
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
活
動
で
は
、
自

分
が
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
仮

説
を
立
て
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
』

と
話
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
・
２
年

生
に
求
め
ら
れ
る
仮
説
検
証
力
と
、
４
・５

年
生
に
期
待
す
る
仮
説
検
証
力
と
は
、
異

東
京
都
立
南
多
摩
中
等
教
育
学
校

藤
田
信
幸
　

ふ
じ
た
・
の
ぶ
ゆ
き

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
主
任
教
諭
。
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
推
進
室
主
任
。

東
京
都
立
南
多
摩
中
等
教
育
学
校

徳
武
英
人
　

と
く
た
け
・
ひ
で
と

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
主
幹
教
諭
。
進
路
指
導

主
任
。

東
京
都
立
南
多
摩
中
等
教
育
学
校

青
嶋
康
文
　
あ
お
し
ま
・
や
す
ふ
み

教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

９
年
目
。
主
幹
教
諭
。
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
推
進
室
主
任
。

東
京
都
立
南
多
摩
中
等
教
育
学
校

◎
教
育
理
念
に
「
人
間
力
の
南
多
摩
│
心
・
知
・
体

の
調
和
│
」
を
掲
げ
る
。
東
京
都
教
育
委
員
会
「
Ｂ

Ｙ
Ｏ
Ｄ
研
究
指
定
校
」「
知
的
探
究
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

推
進
校
」「
理
数
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
校
」「
英
語
教
育
推

進
校
」
の
指
定
校
。

◎
設
立　

２
０
１
０
（
平
成
22
）年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
１
６
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）

国
公
立
大
は
、
東
京
外
国
語
大
、
東
京
工
業
大
、
東

京
大
、
横
浜
国
立
大
、
首
都
大
学
東
京
な
ど
に
49
人

が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
明
治
大
、
早

稲
田
大
な
ど
に
延
べ
４
０
０
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　

http://w
w
w
.m
inam

itam
achuto-e.

m
etro.tokyo.jp/site/zen/

東
京
都
立
南
多
摩
中
等
教
育
学
校

副
校
長

岡
田
貴
夫
　

お
か
だ
・
き
み
お

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。

東
京
都
立
南
多
摩
中
等
教
育
学
校

校
長永森

比
人
美
　
な
が
も
り
・
ひ
と
み

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。

東
京
都
立
南
多
摩
中
等
教
育
学
校

副
校
長

田
母
神
武
浩
た
も
が
み
・
た
け
ひ
ろ

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。

自
校
の
取
り
組
み
を
客
観
視
し
た

上
で
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
作
成

東
京
都
立
南
多
摩
中
等
教
育
学
校

こ
れ
ま
で
の
教
育
活
動
の
振
り
返
り
を

基
に
体
系
化
を
図
り
、
生
徒
の
発
達
段
階

に
応
じ
た
効
果
的
な
探
究
学
習
に
深
化

学校現場
の
実践

探
究
学
習
で
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
を
学
年
単
位
で
整
理

＊２　文部科学省の科学研究費配分の上位機関、スーパーグローバル大学、外部評価機関の評価の高い大学、世界の大学ランキングへのランクイン大学のいずれか。
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な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、『
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
活
動
』
を
通
じ
て
育
成
し
た
い
資
質
・

能
力
を
洗
い
出
し
、
学
年
ご
と
に
そ
れ
ぞ

れ
の
力
を
ど
の
レ
ベ
ル
ま
で
身
に
つ
け
さ

せ
る
こ
と
を
目
指
す
か
を
整
理
し
、
図
に

示
し
ま
し
た
（
図
２
）。
学
年
の
到
達
目
標

が
明
確
に
な
り
、
教
師
間
の
目
線
合
わ
せ

が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
」

　

18
年
度
に
事
業
が
本
格
実
施
と
な
っ
て

か
ら
は
、
大
学
院
生
や
大
学
生
を
Ｔ
Ａ
と

し
て
招
い
た
こ
と
が
生
徒
の
探
究
学
習
の

質
を
高
め
る
上
で
効
果
を
発
揮
し
て
い
る

と
い
う
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
推
進
室
主

任
の
藤
田
信
幸
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
前
期
課
程
で
は
、
学
年
末
に
生
徒
が

研
究
成
果
を
発
表
す
る
場
を
設
け
て
い
ま

す
。
１
・
２
年
生
は
、
３
年
生
が
科
学
的
検

証
作
業
を
重
ね
な
が
ら
研
究
に
取
り
組
み
、

そ
の
成
果
を
堂
々
と
発
表
す
る
姿
を
見
て
、

『
す
ご
い
な
。
自
分
た
ち
も
あ
あ
な
り
た
い

な
』
と
刺
激
を
受
け
る
場
に
な
っ
て
い
ま

す
。
本
校
で
は
、
そ
う
し
た
生
徒
同
士
の

学
び
合
い
を
重
視
し
て
い
ま
す
」

　

そ
れ
と
同
様
の
こ
と
が
、
後
期
課
程
の

４
・
５
年
生
と
Ｔ
Ａ
の
間
で
も
起
き
て
い

る
。
４
・５
年
次
の
「
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
１
ク
ラ
ス
十
数
人
の

各
ゼ
ミ
に
Ｔ
Ａ
が
配
置
さ
れ
る
。
彼
ら
の

ち
ょ
っ
と
し
た
助
言
が
、
生
徒
が
探
究
学

習
を
進
め
る
上
で
の
気
づ
き
に
な
る
こ
と

が
多
い
と
い
う
。
ま
た
、
Ｔ
Ａ
が
自
身
の

大
学
で
の
研
究
に
つ
い
て
話
す
こ
と
も
よ

く
あ
り
、「
自
分
も
も
っ
と
深
い
研
究
が
し

た
い
」
と
い
う
生
徒
の
意
欲
の
向
上
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　

18
年
度
か
ら
は
「
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
研
究
指
定

校
」
の
指
定
も
受
け
、W

i-Fi

環
境
が
整

備
さ
れ
た
。
岡
田
貴き

み

夫お

副
校
長
は
、
生
徒

所
有
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
教
育
活
動
に

使
え
る
こ
と
は
、
探
究
学
習
の
深
ま
り
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
語
る
。

　
「
教
室
で
、
い
つ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
で
き
る
た
め
、
Ｔ
Ａ
が
校
内
に
い

な
い
時
で
も
、
Ｔ
Ａ
に
研
究
内
容
に
つ
い

て
指
導
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、『Classi

』（
＊

３
）
を
活
用
し
、生
徒
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

問
題
集
や
ｗ
ｅ
ｂ
テ
ス
ト
に
も
取
り
組
ま

せ
て
い
ま
す
」

　

Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
に
よ
っ
て
、
探
究
学
習
の
振

り
返
り
も
効
率
的
・
効
果
的
に
行
え
る
よ

う
に
な
っ
た
と
、
進
路
指
導
主
任
の
徳と

く
た
け武

英
人
先
生
は
語
る
。

　
「
ゼ
ミ
の
後
な
ど
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
信

し
、
そ
の
日
の
活
動
内
容
や
気
づ
き
、
課

題
な
ど
を
記
録
さ
せ
る
際
も
、
自
分
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
時
間
を
空
け
ず
に
す
ぐ

に
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
個
々
の

活
動
記
録
が
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
し
て
蓄

積
さ
れ
、
生
徒
が
そ
れ
を
読
み
返
す
こ
と

で
、
自
分
の
学
習
の
過
程
や
ど
こ
ま
で
成

長
で
き
た
か
を
認
知
し
、
さ
ら
な
る
成
長

に
向
け
て
主
体
的
に
学
び
に
向
か
え
る
力

が
高
ま
っ
て
い
く
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

今
後
は
、
そ
う
し
た
教
育
活
動
を
通
じ

て
得
ら
れ
た
探
究
学
習
の
推
進
に
関
す
る

様
々
な
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
他
校
に
発
信

す
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

自
分
の
端
末
を
使
え
る
こ
と
で

振
り
返
り
が
よ
り
効
果
的
に

図２　「フィールドワーク活動」の内容と育む資質・能力

＊学校資料を基に編集部で作成。

■評価する力

■発信する力
■論理的に思考する力
■情報を収集・整理・分析する力
■課題を設定する力

■協働できる力
■主体的な態度

都教委の挑戦

フィールドに出る

班員で協力し
補完し合う

班員で協議する
共同で

検証作業をする
ゼミを運営する

外部の研究者との
連絡に挑む

目を向ける
興味関心を寄せる 課題意識を持つ

問いと仮説を
立てる

仮説を新たな
知見として
一般化する

収集してまとめる

多くの視点から
収集し整理する

分析し知識と
意見を持つ

分解、統合、再構築等、
自在に情報を加工し、
議論できるまでにする

体系化した知識
として格納する

口頭発表する

ポスターを用いた
口頭発表する

プレゼンテーション
する

科学的検証の
方法を知る

ポスターセッション
する

仮説を立てて
検証する

学術論文に著す

立証する

ゼミで
相互評価する

研究を自己評価し
次の課題に繋げる

何ができるように
なったか自己評価する

何ができるように
なったか自己評価する

何ができるように
なったか自己評価する

自ら調整する
自分たちで
確かめる

ひとりで挑む 社会に関わる

１年　地域調査 ２年　モノ語り ３年　科学的検証 ４～５年　ライフワークプロジェクト

グループで多摩地域
の事物について現地
調査し、アピールす
る。

グループで都内に作
られるモノを６つの
視点から検証し、報
告する。

グループで科学的検
証法に挑み、結果を
プレゼンテーション
する。

個々に問いを立て仮説を立てて検証する。
４年の末に中間報告としてポスターセッショ
ンをし、５年の末には学術論文の形態で発
表する。

〈探究力〉
新たな知見を発見・発表する基礎力

探究学習の成果を発
表する姿も堂々として
いた。

〈本校で培う創造力〉

＊３　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。
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